
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

第１号 令和８年５月 15 日発行 

鹿

屋 

１学期の行事予定 
５月 20日(水) 中：創立 50周年記念運動会 

   21日(木) 小：創立 50周年記念運動会 

22日(金) 高：創立 50周年記念体育大会 

   25日(月) 小中：教育相談(～６月５日) 

25日(月) 高：実習前四者面談(～６月５日) 

６月 ８日(月) 中：前期校内実習(～12日) 

15日(月) 高：前期産業現場実習(～26日) 

   19日(金) 小：串良小学校との交流（３・４年） 

          中：職場見学（２年） 

   24日(水) 小：国見小学校との交流（２年・虹） 

  30日(火) 中：高隈中学校との交流（３年） 

７月  １日(水)  高：教育相談（～10日）  

 ８日(水) 高：鹿屋女子高等学校との交流(２年) 

    ９日(木) 高：長寿園との交流（３年） 

10日(金) 高：鹿屋体育大学との交流（１年） 

   17日(金) 終業式(B校時) 

鹿児島県立鹿屋特別支援学校 学校便り 「御入学おめでとうございます！」 
 青空が広がり、心地よい風が吹いた４月
８日（水）、令和８年度の入学式が挙行され、
小学部 26 人、中学部 32 人、高等部 32 人、
合計 90 人の新入生を迎えました。 
 新入生たちが新たな環境に戸惑っている
様子を見て、昨年度入学した児童生徒の皆
さんも同じような様子だったなと懐かしく
思うとともに、一年間でとてもたくましく
なっている姿を見ていると、今年度の新入
生たちもいろいろなことに挑戦して、きっ
と一回りも二回りも成長していくのだろう
と楽しみになります。友達との関わりを通
して学校生活を楽しんでいきましょう！ 

ふたば 

 「高等部生 夢に向かって気張れ！」(高等部) 
高等部は、新入生 32 人を迎え、104 人でスタート！４月

10 日の対面式では、新入生それぞれが自己紹介をし、得意
なことや高等部で頑張りたいことなどを発表しました。 
高等部では、卒業後の豊かな生活に向けて、様々なことを

経験したり、挑戦したりする機会があります。生徒同士が協
力し、支え合いながら、「頑張って良かった！」や「挑戦し
て良かった！」、「充実した毎日だった！」と思える学校生活
にするために、みんな頑張っています。 

  

                                                             

「春の一日遠足」(小学部) 
 小学部は、元気いっぱいの新入生 26 人、
転入生３人を迎え、101 人の児童と 46 人の
職員でスタート。友達や先生との関わりを楽
しみながら、自分のことは自分で頑張る、そし
て好きなことをたくさん見付けて笑顔あふれ
る小学部を目指していきます。４月 24日（金）
は、春の一日遠足がありました。３年生以上
は雨のため午前中バスドライブで荒平天神を
見に行き、午後からは体育館でのボール遊
び、１・２年生と虹組・陽組は校内遠足でエア
ポリンや乗り物遊びなどを楽しみました。おい
しいお弁当を食べてにこにこ、友達との楽し
い遊びににこにこ、笑顔あふれる遠足となり
ました。 

 今年度の定期異動により、以下の 36 人の職員が参りました。鹿屋特別支援学

校がよりよい学校となるよう職員一同努めて参りたいと思います。 

教 頭：山下 八代美 

小学部：諏訪 一成、上村 美奈子、池 紀子、柳田 渉太、德守 志歩、 

水流 恵理佳、福元 早織、丸山 華音、竹之内 優作、橋本 みどり、 

佐藤 貴美子、宇都 美穂子、神田 真由美、寺田 愛優、和田 悠聖 

中学部：奥村 さゆり、川野 諒、岩元 美穂、野村 理恵、猪八重 久美、 

    藏原 景子、有薗 愛里紗、山口 美佳、北山 恭子、 鮫島 奈緒子 

    鶴﨑 辰徳 

高等部：伊地知 誠、坂元 裕仁、中馬 ちづる、富永 佳奈、安藤 愛央 

田渕 陽介、小畑 亮、橋口 日菜子 

事務部：古林 京子(看護師) 

前田義春(バス介助)，山下まどか(看護師)，藤田朱菜(看護師) 

｢新転任者

の紹介｣ 

「創立 50周年の節目にあたり」 教頭 山下八代美  
本校は今年、創立 50 周年という大きな節目を迎えます。これま

で児童生徒を支えてくださった保護者、地域の皆様、そして教職員

の皆様に深く感謝申し上げます。この節目の年に教頭として着任

し、本校の新たな歩みに関わらせていただけることを大変うれし

く思っています。 

 昨年のキャッチフレーズ「C＆C」（チェンジとチャレンジ）に加

え、今年は「andC」（チャンス）という新たなワードが加わりまし

た。児童生徒の「できることが増える」チャンス、「自分らしさを

発揮できる」チャンス、「地域や社会とつながる」チャンスを更に

広げていきたいと考えています。その基盤となるのは、教職員同士

が互いの専門性を尊重し支え合う同僚性と、安心して意見を交わ

すことができる心理的安全性のある職場づくりだと考えます。職

員が安心して働ける環境は、児童生徒が安心して学び、挑戦できる

環境につながります。チームかのとくとして、児童生徒一人一人の

成長を支える教育を進めていきたいと思います。 

 また、本校の歩みは地域の皆様の支えと共にありました。今年度

もあらゆる機会を通して、地域の皆様との連携を深め、児童生徒が

社会とつながる経験を積むことができるよう取り組んでいきたい

と思います。50 周年を新たなスタートとして、児童生徒たちの笑

顔と成長のために、関係する皆様と共に歩んでいければ幸いです。

本校教育活動への御理解と御協力をお願いいたします。 

 

 

  

 

「作業学習」(中学部) 
 中学部から始まる学習として「作業学習」があります。学習
集団として「園芸班」や「木工班」、「窯業班」、「家庭班」、「紙工
班」、「工芸班」があり、学年を解き、縦割りで編成されます。生
徒たちは、毎年、自分がどの班になるか、オリエンテーションで
確認します。各班では異学年の生徒同士が共に学び、協力し合
い、製作・販売活動（かのとく祭）を行います。将来の自立・社
会参加に向けて「働く力」を身に付けることを作業体験の中で
学ぶ大切な学習の一つです。今年も新しい班で色々なことに楽
しく挑戦し、新たな「働く力」を身に付けていきましょう！ 

https://3.bp.blogspot.com/-3zXHhK4EsCc/XLAcx0NOeQI/AAAAAAABSS4/hwoF9buOEJwyh9aE-yMfVSpChdNe9EXQACLcBGAs/s800/bg_himawari_hatake.jpg

